
被災地の一日も早い復興を願って
がんばれ東北！ 　がんばれ日本！

義援金集計額
 18,696,573円
救援物資申込
 502件
被災家族受入世帯
 2件
（4月11日現在）
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▼

「大規模災害等の発生時
における相互応援に関する協
定」に参加する７自治体の一
つである花巻市からの応援要
請を受け、市が備蓄しているク
ラッカーやスティックパン、ビスケッ
トなど1,830食分の救援物資
を長崎空港から輸送。

（3月16日）

▼大村市で受け入れた被災家族に対しては、九州
ガスからガスコンロと湯沸かし器が提供され、畳工業
組合大村支部からは、畳の表替えをしていただきま
した。

▼くじら認定こども園の園児
がこどもセンターを訪れ、支援
物資の仕分け作業をしてい
た高校生ボランティアのお兄さ
ん・お姉さんに段ボールいっぱ
いの絵本やおもちゃなどと被
災地の子どもたちに向けた応
援メッセージを手渡しました。

（4月4日）

▼市役所で、救援物資７品目
の受け付けを開始。随時被
災地へ輸送。　　（3月18日）

▼ 長崎街道大村宿カレー
マップの会がレトルトカレー
1,020食を提供。   （3月30日）

▼被災地応援給水業務のた
め、福島県郡山市へ市水道
局職員４人を派遣。3月21日
まで現地で活動。 （3月15日）

▼

市で行っている被災地に
対する支援活動を行うボラン
ティア活動に、市内の高校生
が参加し、義援金の受け付け
や救援物資の整理作業など
に従事していただきました。

（4月1日～5日）

▼狩野ジャパンがスープヌード
ル段ボール59箱、およそ1万
食分を提供。宮城県名取市
へ輸送。　　　　（3月26日）

▼大村電気工事業協同組合
が避難家族の受け入れの準
備を行っている、市営住宅14
戸に取り付ける照明器具30
器を寄贈。　　　（3月31日）

▼長崎県トラック協会大
村支部が、救援物資を
集積地へ搬送協力。ま
た、日本航空が救援物資
を被災地へ空輸協力。

▼東日本大震災大村市緊急
支援本部を設置し、義援金
の受付開始。　　（3月14日）

▼

「Ｌｏｖｅ＆ｓａｆｅｔｙおおむ
らこども応援緊急プロジェク
ト」の呼びかけに、市内外から
2,000点を超える絵本やおも
ちゃなどが集まりました。

市の活動こどもたちは…

現在の支援状況 民間事業所では…

本市の自衛隊員による活動

大村駐屯地伊﨑司令
現地からのコメント

西
か
ら
東
へ
つ
な
が
る
絆
の
輪

額
573円
込
502件
入世帯

▼市役
の受け
災地へ

▼ 長崎
マップ
1,020食

▼被災
め、福
局職員
まで現

災地に
うボラン
高校生
受け付け
作業など
した。
～5日）

▼狩野
ル段ボ
食分を
へ輸送

▼大村
が避難

の受付内外から
本やおも
。

況 民間

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

東日本大震災発生

市民の皆さんの
あたたかいご支援
ありがとうございます

　大村駐屯地からの派遣隊員は、大
村から遠く離れた宮城県気仙沼市周
辺で、大村・長崎の代表として、被災さ
れた人 を々支援する各種活動に取り組んでいます。
　被災地は、戦場でもこれ程ひどくはならないだろう
と思える惨状で、到着した当初は、どこから手をつ
けていいかわからず立ち尽くしていました。3週間が過ぎ
た今、仕事の厳しさは変わりませが、被災された方々の
声に耳を傾けながら、積極的に支援ができるようになっ
ています。
　「ありがとう」の一言、子どもたちのかわいらしい敬礼、
お礼の手紙、慰問演奏でおばあちゃんが流した涙、そ
れらを力に引き続き奉仕の心を持って、被災地の復旧
のため頑張っていきます。
　がんばろう東北！がんばろう日本！

大村駐屯地司令 1等陸佐　伊﨑 義彦

　本市に拠点を置く自衛隊員たちは、災害派遣活動
のため被害が甚大だった宮城県気仙沼市で、行方不
明者の捜索活動や、道路の復旧作業、救援物資の
輸送、給水支援活動などさまざまな支援活動を行って
います。
◎派遣状況
陸上自衛隊大村駐屯地  人員約750人  車両約220両
　　〃　　竹松駐屯地  　〃　 20人  　〃　 12両
海上自衛隊大村基地  　〃　 130人  ヘリ約 10機

　　

市
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。
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。
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。
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。
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っ
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き
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が
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本市医療チームによる活動

◎国立長崎医療センター
　派遣場所
　　福島県内各避難所、宮城県内各避難所など
　派遣人数…15人
　　主に、緊急被ばくスクリーニングや巡回診療などの医
　　療支援を行いました。
◎大村市民病院
　派遣場所
　　宮城県女川町立病院
　派遣人数…8人
　　主に、病院、避難所での医療支援や医療チーム・救
　　援物資の搬送などを行いました。

（4月1日現在）

（4月1日現在）
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